
日本初の本格的な

遠洋航路客船
文
・
山 田 廼 生 (日本海事史学会副会長)

日本丸の船F_(山 高五郎 「日の丸船隊史話」より)

生
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！

ｌ

ｆ

ｉ

ｒ
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日本丸 (『東洋汽船六十四年の歩み」より)

に っ ぼ ん まる

《 主 要 目 》 鋼 製客船 東 洋汽船所有、総トン数6048ト ン、長さ1276メ ー トル、幅]49メ ー トル、主機 3連 成汽機 2基 (2軸 )、出力8500馬 力、最

高速力175ノ ット、旅客定員 1等 106人、 2等 14人、 3等 383人。明治31(1998)年 英国サンダーランド、サー ジ ェームズ レ イング社

(sr uames Labg)で 接工。極東～サンフランシスコ航騰に就航。大正 3(1919)年 チリの南米汽船会社 (Sud AmeHcana de Va

pores)に 売却。同型船香港丸、準同型船亜米利加丸 (上記は日本丸のデータ。r明治32年版日本船名録Jお よび r東洋汽船六十四年の歩

みJに よる)
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名 船 発 掘 ・日本

米
国
勢
力
下
の
太
平
洋
航
路
に
参
入

米
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

・
メ
ー
ル
社

（Ｐ
Ｍ
社
）
が
幕

末
維
新
期
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
～
横
浜
～
香
港
航

路
を
開
設
し
て
以
来
、
こ
の
大
平
洋
の
幹
線
航
路
は

Ｐ
Ｍ
社
な
ど
米
国
系
企
業
の
勢
力
下
に
あ

つ
た
。
航

路
利
用
客
の
相
当
数
は
、
清
国
や
日
本
か
ら
北
米
に

向
か
う
出
稼
ぎ
移
民
と
そ
の
帰
国
者
で
あ

っ
た
。

日
清
戦
争
後
、
こ
の
航
路

へ
参
入
を
た
く
ら
む
大

胆
な
日
本
人
企
業
家
が
現
れ
た
。
浅
野
総

一
郎
で
あ

る
。
明
治
２９

（１
８
９
６
）
年
３
月
、
浅
野
は
親
し

い
財
界
人
を
日
本
橋
浜
町
の
常
盤
屋
に
招
い
て
宴
を

張

っ
た
。
渋
沢
栄

一
、
安
田
善
次
郎
、
大
倉
喜
八
郎

ら
が
集
ま

っ
た
。
浅
野
は
こ
の
席
で
汽
船
会
社
の
設

立
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。
浅
野
の
頭
の
中
に
は
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
の
開
設
が
あ

っ
た
。

同
年
７
月
、
浅
野
は
東
洋
汽
船
を
東
京
に
設
立
。

渡
米
し
て
Ｐ
Ｍ
社
を
支
配
す
る
鉄
道
会
社
の
社
長
と

交
渉
し
た
。
極
束
～
北
米
西
岸
航
路
の
運
航
に
は
、

大
陸
横
断
鉄
道
と
の
提
携
が
不
可
欠
で
あ

っ
た
。

浅
野
は
ね
ば
り
強
く
交
渉
し
、
Ｐ
Ｍ
社
と
オ
ク
シ

デ
ン
タ
ル
＆
オ
リ
エ
ン
タ
ル
社

（０
＆
０
社
、
Ｐ
Ｍ

系
列
）
と
の
共
同
運
航
交
渉
を
ま
と
め
、
翌
年
、
６

千
総
ト
ン
、
１７
ノ
ッ
ト
超
の

「
日
本
丸
与
亜
米
利
加

九
与
香
港
丸
」
を
英
国
の
造
船
所
２
社
に
発
注
し
た
。

船
価
は
１
隻
９８
万
円
で
あ

っ
た
。

開
業
に
先
立
ち

ハ
ワ
イ
に
立
ち
寄

っ
た
浅
野
は
、

全
島
の
新
聞
に
東
洋
汽
船
の
広
告
を
出
し
、
日
系
人

を
前
に

「
１０
年
間
に
１０
万
人
の
移
民
を
輸
送
す
る
予

定
で
あ
る
」
と
演
説
し
大
喝
来
を
博
し
た
。

デ
ビ

ュ
ー
当
時
の
新
聞
広
告

（明
治
３‐
年
１１
月
３０

日
付

『毎
日
新
聞
し

を
見
る
と
、
「
日
本
丸
」
ク
ラ

ス
の
３
等
定
員
は
千
人
に
な

つ
て
い
る
。
移
民
輸
送

時
に
は
、
通
常
の
３
等
客
室

（約
４
０
０
人
定
員
）

の
ほ
か
に
、
船
倉
の

一
部
を
ス
テ
ィ
ア
リ
ッ
ジ

（大

部
屋
）
に
転
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

東
洋
汽
船
の
北
米
航
路
参
入
は
、
米
国
や
ハ
ワ
イ

ヘ
の
移
住
状
況
を
考
え
る
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て

は
悪
く
は
な
か

つ
た
。
だ
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

清
国
人
の
北
米
移
民
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
う
え
、

日
本
人
移
民
排
斥
の
初
動
が
米
国
西
海
岸
を
中
心
に

発
生
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
東
洋
汽
船
参
入
の
１０
年

後
に
は
、
日
米
紳
士
協
約
に
よ
る
日
本
人
移
民
制
限

よ

っ
て
、
北
米
移
民
は
激
減
す
る
の
で
あ
る
。

Ｐ
Ｍ
社
、
０
＆
０
社
と
共
同
運
航

３
客
船
は
明
治
３‐

（１
８
９
８
）
年
１２
月
か
ら
翌

年
２
月
に
か
け
て
デ
ビ

ユ
ー
し
、
香
港
～
上
海
～
長

崎
～
神
戸
～
横
浜
～
ホ
ノ
ル
ル
～
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
を
結
ぶ
４
週
１
回
の
運
航
が
開
始
さ
れ
た
。

旅
客
関
連
の
営
業
は
Ｐ
Ｍ
社
に
委
託
さ
れ
た
。
提

携
先
の
Ｐ
Ｍ
社
と
Ｏ
＆
０
社
は
各
３
隻
を
配
船
し
た

の
で
、
共
同
遷
航
と
し
て
は
、
東
洋
汽
船
を
加
え
た

９
隻
に
よ
る
９
日
１
回
の
航
海
と
な

っ
た
。

新
造
時
の
３
隻
は
３
稽
２
煙
突
。
ク
リ
ッ
パ
ー
船

首
。
船
体
は
自
。
英
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

・
パ
シ
フ
イ
ツ

ク
社
の
「
エ
ン
プ
レ
ス
」級
に
そ

っ
く
り
だ

っ
た
が
、

ま
も
な
く
中
稽
を
級
去
し
て
２
楢
に
改
め
た
。

共
同
運
航
な
の
で
、
米
国
船
の
よ
う
な
雰
囲
気
の

容
船
に
な

つ
た
。
船
尾
の
船
名
を
見
る
と
、
ロ
ー
マ

字
標
記
の
ほ
う
が
大
き
く
、
漢
字
船
名
は
小
さ
く
添

え
て
あ
る
だ
け
だ

（前
買
写
真
）。食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー

に
は
、
米
国
行
き
の
航
海
が
ホ
ー
ム
ワ
ー
ド

（本
国

行
）、横
浜

へ
向
か
う
航
海
は
ア
ウ
ト
ワ
ー
ド

（外
国

行
）
と
書
か
れ
て
い
て
、
邦
人
船
客
か
ら
抗
議
が
出

た
と
い
う
。
当
時
を
知
る
山
高
五
郎
氏
は

「我
々
に

と

っ
て
何
と
な
く
日
本
の
船
と
云
う
感
が
薄
か
っ
た
」

と
書
い
て
い
る

（『日
の
丸
船
隊
史
話
ラ
。

と
は
い
え
、
数
年
後
の
日
露
戦
争
の
と
き
は
、
そ

の
高
速
力
を
買
わ
れ
、
３
隻
と
も
仮
装
巡
洋
艦
と
し

て
活
躍
し
た
。
と
く
に

「
日
本
丸
」
と

「香
港
九
」

は
、
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
を
偵
察
す
る
た
め
、
遠
く
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
洋
東
方
海
域
を
巡
航
し
た
。

そ
の
あ
と
両
船
は
、
北
方
警
備
に
従
事
し
、
戦
時
禁

制
品
を
積
ん
だ
中
立
目
商
船
を
５
隻
拿
捕
し
た
。

明
治
末
年
、
大
型
客
船

「
天
洋
九
」
ク
ラ
ス
が
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
に
登
場
し
、
３
客
船
は
順
次

観
退
。
「亜
米
利
加
丸
」
と

「香
港
九
」
は
大
阪
南
船

に
売
却
さ
れ
、
台
湾
航
路
に
就
航
。
「
日
本
九
」
は
第

一
次
大
戦
後
、
チ
リ
の
汽
船
会
社
に
売
却
さ
れ
た
。

「香
港
丸
」
は
昭
和
戦
前
期
に
解
体
。
「
亜
米
利
加
丸
」

は
、
太
平
洋
戦
争
中
、
サ
イ
パ
ン
か
ら
の
引
揚
げ
邦

人
を
乗
せ
て
航
海
中
、
米
潜
の
雷
撃
を
受
け
て
沈
没

し
、
約
６
０
０
人
が
犠
牲
に
な

つ
た
。
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